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1.ま えが ぎ
跡見学園女子大学の総合科 目として,「 遊び」
をテーマに,数 人の教師がスタ ツフとな って担当
してか ら,6年になる。 ある年 度は,4人 で,ま た
次の年には3人 で と,1科 目を専攻分野の異な る
教師がそれぞ れ自己の立場か ら,遊 びについて講
義 し,学 生を含めて,デ ィスカ ツションを重ね る
とい う形式を とってきた。 まず,遊 び とは何かに
ついて,ア ウ トライソを示 し,様hな 問題提起が
生れ る。おそ らく学生諸君も,自 分達 も授業 をつ
くってい るとい う意識をもっているであろ う。問
題提起に したが って,1年 間,自 然 と遊び,美 と
遊び,現 代社会 と遊び,女 性 と遊び等,角 度をか
えて遊び を追究す る。 しかもそれが芸術,生 理学,
心理 学,社 会学,経 済学等,パ ースペ クティブな
とりあつ かい方によって,か な り複雑で具体的 と
なる。 学生は1ケ 月ごとに レポー トを提 出し,年
度末にま とめ として報告をす るこ とにな ってい る。
レポー トには,多 くの学生が,他 の授業にない 体
験 を得 られた と書いている。それは,専 攻分野が
ちが うと同一 テーマが全 く異 った様相 となること
と,自 分の思考が,こ んな複雑な問題にも参加で
きる とい う自信をえられたこ とについてであった。
こ うした授業科 目が,今 後増加す ることを願い,
その ときに参考 になれば と思い,遊 び をテ ーマに,
担当者 が授業の一部 を本稿に紹介す ることとな っ
た。 これから筆者の述べ ることも,ま た次章で,
2人の担 当者が,一 つのテーマでそれぞれ,講 議
の一部を紹介することとな る。 したが って,講 議
要項 を示 してお こう。
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遊びは人間の一種の文化活動で あるが,人 間の
生 き方 として,今 日ほ ど積極的に生 きがい と結び
っけて充実をはかろ うとしている時代はないであ
ろ う,遊 びが様 々な人間活動の中で 自覚 されない




もす る と生きる 目標を失いがちになる。 そこで遊
び とはい ったい何かを総合的に とらえることが必
要にな って くる。生産 と消費,レ ジャー,レ クリ
エーシ ョソ,生 命と人間の機能s社 会機構,人 間
心理s造 形等の角 度か ら,学 際的に遊びの機能 を
とらえることにす る。
3人の講師が次hと 毎週かわ って講義 し,5週
目にシ ンポジウム形式で3人 の講師によって 問題
の所在 を確認 してい く。
2.遊 び とは何かについて
大学の総合科 目 「遊び」 に刺激 されたわけでは
ないが,た またま昭和58年 度大学公開講座で,r遊
び と文化」が テーマ とな った。その講座 内容は,
われわれに多 くのこ とを教えて くれた。た とえば
遊び とは何かについて考 える場合,つ いJ.ホ イ
ジングがの 「ホモ ・ルーデ ンス」 を参考に した く
なる。芸術論 をサル トルにたよって展開させれば,
それな りに楽 になる。同様に,ホ モ ・ルーデソス
にたよれば,そ れな りに概念はまとまる。 しか し,
なにを どれだけ遊んだ らよいかとい った,私 の行
動 とのかかわ りについて,そ れは,な にも教 えて
は くれない。概念が行動 を示唆す るどころか,そ
れは完 全に浮 きあが って しま う。
筆者は,昨 年の夏,英 国へ旅行 した。 その経験
は遊び として何を呈示 しているか。子 どもが,ひ
たむ きに絵を画きつづ ける。その行動は,ね に を
意味す るか。 小学生の90%が通塾している。遊ば
な くて よいのか。生 きがいの もてる遊び とは何か
な ど,生 きた現実の生活の中では,多 くの課題が
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以 上のべてきた ように,わ れわれは,「 遊び」
を,様 々な角度か ら把 え,現 代の遊びの構造 を明
らかに しよ うとしている。本稿では,そ の角度の
一つ として,現 代における女性の遊び を,主 婦の
中に とらえ,そ の問題点を指摘 しよ うと思 う。別
の角度か らは,2人 の担当者がな され ると思 う。
3.主 婦の遊びについて
ホイ ジンガによれば,遊 びは人類文化 の根源 な
の゜ で ある
。彼はそのことを,人 類学,神 話学,宗
教学,哲 学,心 理学,言 語学,文 学等の立場か ら
論 じている。そ して遊びを,時 間空間に限 られた
自発的行為 として規定 した。 ホイ ジンガは,わ れ
われに遊びが生きるために必要不可欠なものであ
ることを教 えて くれた。現代の子 どもが,遊 び場
と遊び時間を失 った ことについて,遊 びは子 ども
に とって必要なのだ と強調 しつづ けて も,解 決に
はな らない。遊びを失 った子 どもが,ど れだけ非
人間化 してい くかを示 して,そ の時先人の言葉 と
してホイジ ンガの規定が意味 をもつ ことになろ う。
あそびが 自然的行為によって成立つ ことは,自
明である。 ところが 自発的行為 と思い込んでい る
ことが,実 は社会に よって強制されてい るもので
あ った りす ることが,現 代社会では多 くみ られる
のではないか。 消費生活の遊びが生きがい と考 え
てい る人は多い。 しか しその遊び も,大 衆社会の
消費行動 として 自由を失ってい ることが多い。遊
びを近代経済成長の動 向の中で とらえるとき,は
じめてその実態が露呈 して くる。労働 における疎
外 と自由についても,同 じことが言 えるのではな
いか。
現代社会には,ホ イ ジンガや カイ ヨクの規定 し
た遊び と遂行するものが氾濫 している。 ゲー トボ
ールは,生 活のゆ とりとして位置づ け られてこそ,
老人の生活に意味 をもつ ことになろ う。終 日それ
に没頭 しつづ けることは,子 どもの成長 にとって
意味 をもつ が,老 人の真の遊びにはな らない。 そ
こか ら文化 をなにも生みだ さないか らで ある。 け
れ どもこのようにゲー トボールを批難 してみても,
そ してそこにホイジ ンガの言葉 をどれほ ど引用 し
てみた として も,好 きだか らや るのだ,文 句を言
うな といわれて しまえば,そ れまでである。
そ こでホイジソガの強調 を生かすためには,大
脳の 自然な働 きとの関係において,設 明すること
が大切である。
遊び と大脳生理学 との関係の知識は,現 代人の
遊びの方向を転換 させるのに有効である。現代の
社会的要請か らみて,そ の生理学的立場は,ホ イ
ジンガを越 えた説 明力をもっ。
多 くの人 々は,生 きがい を間違 えて理解 してい
るよ うである。つま り,生 きがい をv単 なる遊び
と理 解 しているようである。生きがい を,ゲ ー ト
ボール とか,カ ラオケとかに求めよ うとしている
のがその例であろう。 しかもその遊びは,消 費生
活そのものにな りつつある。子 どもの テ レビ ・ゲ
ームも,そ の例にもれない。そのこ とは,人 生の
目的が,お 金をつか って遊ぶ ことにある,と い う
ことになる。
どうしてそ うい う傾 向が生 まれて きたのであろ
う。 それには,い くつかの原因が考 えられる。一
つは,現 代社会の中に,遊 び以外に人生の 目的に
なる課題が存 在 しない とい うことで あろ う。他の
一つは,マ ス ・コミを通 して,現 代社会が人 々を
遊ぶ よ うに しむけてい るとい うことである。 テ レ
ビが娯楽番組 中心に,消 費の遊びを教 えてい る。
こ うした動きが,単 に大衆社会の中にのみみ ら
れるのではな く,地 域社会の 中に深 く入 りこんで
きている。
コ ミユニテ ィセ ンターは,全 国各地の 自治体で
殆ん どすべて といえるほ ど建設 されている。その
目的は,コ ミユニテ ィづ くりにある。 コ ミユニテ
ィとは,日 常生活を通 して共に重荷 を背負いあ う
人々の集 まりである。心惰的には,思 いや りと感
謝である。 ところが,果 して現在の コミ3ニ テ ィ
セ ンターは,コ ミユニテ ィ形成の拠点 となってい
るで あろ うか。多くは庄民の遊び場 にな っている。
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条例 として作 られている,ボ ランティア ・ビユー
ローを,そのために十分成果 をえてい るところは,
非常に少ない。
コミユニティセ ンターのみでな く,公 民館でさ
えも,社 会教育の場 として十分な機能を果 し得な
くな ってい る。学習が単純 な趣味 に流 されている。
ダンス,コ ー ラス,造 花づ くりとか,主 婦のひま
つぶ しの場 とな りつつある。
最近,主 婦のパ ー ト・タイマーが急激に増加 し
てい る。その主なる動機は,か な らず しも生活苦
とはい えない。また仕事を通 しての生きがいにあ
る ともい えない。 なぜな ら,殆 ん どの職種が単純
労働 なのである。 それ ら多 くの主婦は,仕 事 を通
して喜び を得 られないでいる。多 くの主婦は,遊
びのためのお金が欲 しいか らで ある。 ところがそ
の消費の対象 となるものは,殆 ん どテ レビを通 し
て宣伝されている大衆向けの商品である。
お金にゆと りがあ りsし かもひまつぶ しの手工
芸では満足で きない主婦は,コ ミユニテ ィ ・カ レ









































































うか。た しかに,主 婦の遊びはボラ ンテ ィア活動
の中に くみこまれ始めてい る。 しか しまた,自 由
なお金が欲 しい とい う理 由で,パ ー トタイムの仕
事にかかわる主婦 も増加 してい る。そこには,消
費生活の遊びが,生 きがい とな っている。現代の
社 会構造は,極 めて多様化 されている。 したが っ
て生 きがいとしての価値 も多様化 されて当然であ
ろ う。なにをしよ うと,価 値 はその人の 自由に よ
って決め られるであろ う。 しか し,そ の行動は,
社 会の連帯,福 祉,文 化の 向上等 をさまたげ るも
ので あってはな らない筈である。
